ＣＶＶ国際交流行事　　　ラオスを知ろう　ラオス留学生と交流しよう

ラオス講演会　　　　　　報　　　告
日　時　　　　　平成１８年１０月１５日　　　１０時００分　～　１２時００分

場　所　　　　　大阪市生涯学習センター　　第７研修室　（大阪駅前　第２ビル　５階）

講演タイトル　　ラオスに於ける道路開発

講演者　　　　　マイシー　ビアンビライ　氏　（Ｄｒ．Ｍａｙｓｙ　Ｖｉｅｎｇｖｉｌａｙ）
ラオス　通信・交通・郵政・建設省　　道路局　計画・技術部長

（Ｄｉｒｅｃｔｏｒ　Ｐｌａｎｎｉｎｇ　＆　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｒｏａｄｓ

Mｉｎｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ，Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ，Ｐｏｓｔ＆Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）

出席者　　　　　ラオス留学生　１１名　　ＣＶＶ関係　１５名

日刊建設工業新聞社大阪支社　支社長代理兼編集部長　西田　匠　氏
建設通信新聞　関西支社　　　　企画部長竹山　弘一　氏　　　編集部　　斎木一宇　氏
１０時００分　　第１部　講演会開会

１０時０５分　　谷平CVV幹事長挨拶

ラオス留学生とＣＶＶは交流を行っているが、留学生が言葉の壁と戦いながら、数ある外国の中から日本を選んでもらったことはうれしい。

ラオスと日本の共通点は仏教国と云うことくらい。　お互いの国の文化を知る必要がある。

ラオスにも行って直接ラオスのことを知りたい。

日本は2,000年くらい前から農業国であるが、100年ほど前から工業国を目指し今日に至っている。ラオスも農業、工業バランスのとれた国になってほしい。

ＣＶＶのＣはCivil Engineerの意。　此の度、来阪中のラオス道路局　計画･技術部長のＤＲ．Ｍａｙｓｙにラオスの道路事情について講演していただくが、氏にもラオス留学生とＣＶＶの交流を認識していただく良い機会でもあり、今後の両国の交流がますます盛んになることを祈る。

１０時０５分～１１時４０分　　Ｄｒ．Ｍａｙｓｙ講演

1． 自己紹介およびマイシー氏所属部署組織

（１）Dr.Maysy Viengvilay マイシー　ビアンビライ

道路局　計画・技術部　　部長

（２）通信・交通・郵政・建設省　　　道路局　組織表

2． ラオスの紹介

（１）地形　：　中国、タイ、ベトナム、ミャンマー、カンボジアに囲まれた、山岳地。

（２）天候および水資源　：　5～9月雨季。メコン川始め河川多く、水力発電等水資源豊富。

（３）経済　：　１７県に区分。　農業５１％、サービス部門２５％。　ＧＤＰ/人；４４０ＵＳ＄。

（４）国民　：　人口５百５０万人、主に仏教徒。多民族国家。　８０％が地方在住で農業主体。

3． ラオスに於ける道路開発

（１）過去３０年間の道路開発　：投資額２,２００億円/３０年　延長７,４００ｋｍ→３６,９４６ｋｍ

この間の道路開発は日本のＯＤＡなど、各国の援助によるところが多い。

（２）道路建設投資　：９６～００；５３０億円、０１～０５；８５０億円　うち８０％が借款。毎年道路建設投資は全公共投資の５％。今後とも、日本ＯＤＡ，世銀、アジ銀等の援助協力を期待。

（３）道路状況現状　：　８０～９０％が道路交通依存。　過去２０年間政府は幹線道路等、

道路建設投資を優先。

（４）課題と目標　　　：　財源確保、人材育成が課題。２０２０年に脱開発途上国が目標。

（５）日本での研修　：　ＪＩＣＡ大阪センターで室内研修、さらに現場研修を受けている。

１１時４０分～１２時００分　質疑応答

（１）道路の維持管理・メンテの予算
重要事項。予算確保が問題。年間ＵＳ６ＭＩＬ（７億円）。　メンテ予算及び、０６年からの

道路建設５カ年計画ＵＳ７００ＭＩＬ（８００億円）共、円借款、世銀、アジ銀等の融資に期待。

（２）地震等自然災害
地震は無い。　洪水、滑り、崩壊が多い。　観光誘致の為災害防止に努力。
（３）鉄道

現在営業線は無い。タイ国境メコン川橋梁―市内３ｋｍ計画中で、近く建設開始。

更に、首都ビエンチャン迄延長される予定で、５～１０年先に着工/完成を目途。

〔注〕　マイシー氏講演内容詳細及び写真は、後日ＣＶＶホーム・ページに掲載いたします。
１２時１５分～１３時３０分　　第２部　　ラオス－ＣＶＶ　　交流昼食会
久保地事務局長の司会で、時間が足りないくらい活発な昼食会となった。

講師マイシー氏、ラオス留学生の自己紹介、将来の抱負を一人ずつ全員で発表。

各自、将来はラオスの発展に貢献するため、日本での勉学に励むと心強く語った。

ＣＶＶ会員が各自、ラオス留学生と個別に懇談を行い、交流ムードは高まり、親密さも増して今後のラオスＣＶＶ交流の更なる発展が期待されるところである。

次に、講演者マイシー氏の発案で、ラオス留学生からマイシー氏への要望、質問コーナーとなり、留学生とマイシー氏の交流会が図らずも活発に行なわれる所となった。

自分の出身地の道路改良を依頼する留学生もあった。

また、マイシー氏と留学生による、ラオスの歌の披露も行なわれ、友好的な雰囲気の中で、

交流昼食会が終了した。

最後にマイシー氏が以下の感謝の言葉を述べられた。

「本日の講演会と交流会に出席して、本当によかったと思っています。ＣＶＶの皆様が

ラオス留学生と交流し、支援していただいている様子がよく分かりました。今後とも将来のラオス

発展に重要な役割を果たす留学生を応援していただくよう、お願いします。

また、招来日本とラオスのお互いの理解と交流がますます発展するよう祈ります。

最後になりますが、本日の講演会でラオスの道路事情を発表する機会を与えていただいた

ＣＶＶの皆様に感謝すると同時に、本日出席されたＣＶＶの皆様が私と、留学生たちを素敵な

交流昼食会にお招きいただき、誠に有難うございました。」

〔注〕　当講演会、交流会の記事が日刊建設工業新聞、１０月１８日に掲載されました。

ＣＶＶ出席者（敬称略、五十音順）

池亀建治、　岩本樹雄、　金山正吾、　久保地啓之、　櫻井義行、　塩野谷洋一

茂岡一政、　島田　仁、　田中輝彦、　谷平　勉、　　　福岡　悟、　　森　俊彦

山内英治、　山尾　弘昌、　酒井　豊

ラオス出席者
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